
地域とともに
未来の命を守るために

～石巻市立青葉中学校の取組を通して～

第１分科会 「防災教育・地域防災の視点」

発 表 者（前石巻市立青葉中学校長）
石巻市立湊中学校 校長 平塚 真一郎
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・市総合防災訓練への参加
地区ごとの防災訓練に参加
・街歩きＭＡＰの作成
・小中連携事業
小中学生の交流
中学生ボランティアの活動
・「青中お助け隊」を中心とする地域貢献
地域ボランティアへの参加
・防災事業への協力及び評価
・コミスク主催事業の展開

石巻市立青葉中学校（釜小・青葉中学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員数設置年度 委員数 年間開催回数

宮城県石巻市 １９１名 平成２年度 １４名 ４回 １名

誇れる自分が輝く学校 【目指す学校像】 安心・安全な学校 生徒のよさを伸ばす学校 地域に開かれた学校

学校教育目標

石巻市の西部，東松島
市と境界を接する地域に
位置し，学区は，上釜・
下釜・上大街道１・２の
４地区からなる。 一小学
校・一中学校，兄弟校と
して，より良い小中連携
のあり方を模索し，推進
している。
東日本大震災時には，
北上運河を境に海側の上
釜，下釜地区が甚大な
被害を受けた。現在は，
生活基盤の整備がおおむ
ね完了し，インフラ面にお
いては復興を遂げた。一
方，家庭生活においては，
経済的な部分での震災
の影響がいまだ見られる。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・学校支援地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
・地域住民（自治会長等）
・保護者
・NPO団体
・学識経験者
・校長

委員の構成

アクションプランの立案と実践
部会ごとの実践活動
・防災安全教育部会
・地域協働教育部会
・家庭教育部会

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など
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学校運営協議会

防災安全教育
部会

地域協働教育
部会

家庭教育
部会



青葉中

平成2年４月開校
全校生徒 １９１名 教職員２１名
石巻市の西部に位置し，学区は石巻工業港に隣接している

青葉中学校について２
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津波被害
25名の児童
12名の生徒
が犠牲に

避難者（最大）

4500人

東日本大震災時の状況３
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2011年 東日本大震災発生 避難所開設

2013年 地域防災連絡協議会発足 防災倉庫設置

市総合防災訓練（町内会との連携防災訓練）

2015年 太陽光発電設備工事完了

2016年 石巻市学校防災フォーラム開催

2017年 青中お助け隊発足 防災教育フォーラム開催

市総合防災訓練（生徒が居住地域の運営に協力）

2018年 避難所担当（津波時直接参集）職員制度

キーボックス設置

2019年 セーフティプロモーションスクール認証

2020年 学校運営協議会発足

2021年 地域連携型学校防災等構築推進事業実践協力校

2023年 復興大臣防災授業視察

2024年 CS主催教職員研修の実施（遺構見学，防災講話）

震災以降の安全教育に係る取組４
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震災以降の安全教育に係る取組4-2

石
巻
市
の
取
組
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• 石巻市学校運営協議会規則（趣旨）

第２条 協議会は、学校運営及び当該運営への必要な支援に
関して協議する機関として、石巻市教育委員会及び校長の権限
と責任の下、保護者及び地域住民等の学校運営への参画や保
護者及び地域の住民等による学校運営への支援・協力を促進す
ることにより、学校と保護者及び地域住民等との間の信頼関係を
深め、学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組むものと
する。

•学校運営協議会の組織

【3つの部会】 ※委員と教職員がそれぞれ所属

防災安全教育部会 地域協働教育部会

家庭教育部会

震災以降の安全教育に係る取組4-3
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震災以降の安全教育に係る取組4-4

地域防災連絡協議会
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震災以降の安全教育に係る取組4-5

セーフティ プロモーション スクール（SPS）
学校独自の「生活安全・災害安全・交通
安全」の推進のため，中期目標と計画を定
め，組織的な取組と継続的な評価・改善
を行う学校を認証する制度
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震災以降の安全教育に係る取組4-6

青葉中・釜小学校区地域防災連絡協議会 釜小・青葉中学校運営協議会

※
委
員
の
重
複



•東日本大震災の教訓から，防災に関する高い住民の意識
と自主防災組織の充実

•最大被災地石巻市の取組が背景

（学校安全推進課の設置，防災主幹教諭の配置，市総合防災訓練，

大川小事故報告書24の提言）

•非常時に校舎が活用される前提

•早い段階で，地域防災連絡協議会が発足。自治体も巻き
込んで防災について議論

•地域防災連絡協議会と学校運営協議会の委員の重なり

•災害安全を軸としたセーフティプロモーションスクールの申請と
認証

学校運営協議会（ＣＳ）等を生かした学校安全の推進体制をつくれた訳５
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•地域や関係機関等と連携した学校防災マニュ
アルの見直しや避難訓練等の実施

•地域と連携した災害特性を共有するワーク
ショップ等の実施

•教職員の災害対応力を養成する校内研修の
実施

•被災地訪問等を取り入れた生徒の防災意識
を高める防災教育の実践

地域連携型学校防災体制等構築推進事業における実践6
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• ＣＳ委員，地
域の方の協力
による保護者
引渡し訓練の
実施

• 地域と合同の
石巻市総合
防災訓練への
参加

地域連携型学校防災体制等構築推進事業における実践6-2

13



石巻市の防災体制・石巻市総合防災訓練

11月5日津波防災の日
石巻市総合防災訓練→登校日

学校運営協議会（ＣＳ）等を生かした学校安全の推進体制をつくれた訳6-3
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• 地域の方によ
る避難訓練の
参観及び評
価

学校運営協議会（CS）主催事業7-3

• 学区内の復
興・防災マッ
プづくりへの
取組

地域連携型学校防災体制等構築推進事業における実践6-4
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学校運営協議会（CS）主催事業6-5
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本学校運営協議会

会長 堀川 禎則 氏

小中連携防災職員研修



学校運営協議会（CS）主催事業6-6
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小中連携防災職員研修



• 「ない」ものを作り出すよりも，「ある」ものを生かす方が容易

•従来「ある」ものの質的な転換

（児童生徒，保護者，地域住民を巻き込んだ取組）

• 「安全はつくるもの」という視点～学校安全をつくる当事者と
しての目線 地域ぐるみ

•異動が多い学校文化～持続可能な仕組みづくり

•学校安全の三領域（生活安全・交通安全・災害安全）
～その学校の軸をつくる

•防災に関しては，学校だけでは無理

• しがらみのない「子ども」の力が地域を動かす

本学校運営協議会の取組から生かせる視点7
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本学校運営協議会の取組から生かせる視点7-2

青中お助け隊…有志によるボランティア組織
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おわりに8
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ご清聴ありがとうございました
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